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第 5 章では18Ni マルエージング、鋼の機械的'性質におよぼす Co ， Mo , Tiなどの合金元素量の影響を調
べ高価な Coを添加せず，かっ Mo量を低減した低廉な 18Ni-2 Mo-2 Ti-O.lA fl 系マルエージング鋼
-544-
鋼を開発している。
第 6 章では18Ni マルエージング鋼の遅れ破壊特性におよぼすCo ， Mo , Ti , Al量の影響について調べ，
第 5 章の研究で開発した低廉型18Ni マルエージング鋼が従来の Co ， Mo含有型18Ni マルエージング鋼
と同等の耐遅れ破壊強さを有することを明らかにしている。















(2) 18Ni マルエージング鋼の加工硬化指数 (n値)は0.03以下と小さいこと，冷間加工及びその後焼鈍
に伴う機械的性質の異方性と圧延及び再結晶集合組織との関係を明らかにしこれをもとに冷間圧延板
の成形性を改善する 2 回冷延法を確立している。
(3) 18Ni マルエージング鋼の機械的性質に及ぼす Co ， Mo , Ti などの合金元素の影響をしらべ，高価な
Coを含まず，かっ Moを低減した低廉な 18Ni-2 Mo-2 Ti -O.lAl系マルエージング鋼を開発し，さら
にこの鋼は耐遅れ破壊強さにも優れていることを実証している。
(4) 上記研究で得られた成果をもとにして，マルエージング鋼の成形性を利用した超高速回転遠心分離
機用円筒，自動車無段変速機用スチールベルト，ダイカスト金型などの工業材料への応用を試み成功し
ている。
以上のように本研究は各種マルエージング鋼の合金組成，熱処理条件，加工条件等とそれらの機械的
性質に及ぼす影響を金属組織学的に解明し，その成果をもとに新鋼種の開発や本鋼の工業材料としての
新しい応用に成功したものであり，金属材料工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
545-
